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「京銀輝く未来応援ファンド３号 ｆｏｒ ＳＤＧｓ」での投資について 

～睡眠時無呼吸症候群の治療機器を開発する「株式会社 マリ」へ投資～ 

京都銀行（頭取 安井 幹也）と京都キャピタルパートナーズ株式会社（代表取締役社長  

竹中 伸一）が出資・運用する「京銀未来ファンド３号」は、「株式会社 マリ」へ投資いた

しました。 

「株式会社 マリ」は、非接触センシング技術を用いた睡眠時無呼吸症候群(ＳＡＳ)の

治療機器を開発する京都大学発スタートアップです。ＳＡＳは、放置すると重篤な心血管

疾患を引き起こす可能性があり、社会的な問題となっています。同社は、ＳＡＳの診断と

治療において、ミリ波レーダーなどの非接触センシング技術と非接触刺激を組み合わせる

ことで、患者の負担を軽減した完全非接触の診断・治療法の提供を目指しています。 

京都銀行と京都キャピタルパートナーズは、今後も成長が期待できる企業への積極的な

支援を通じて社会課題解決に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

記

１．投資先概要 

企 業 名 株式会社 マリ 

代 表 者 代表取締役 瀧 宏文 

所 在 地 京都市下京区中堂寺粟田町９１京都リサーチパーク９号館 １０４号室 

設    立 ２０１７年１１月 

事業内容 睡眠時無呼吸症候群の診断・治療機器の開発 

２．投資額 

３０，４００，０００円 

３．投資について 

本件投資により「株式会社 マリ」は、研究開発を進める。 
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４．京銀未来ファンド３号の概要 

名  称 
京銀輝く未来応援ファンド３号 ｆｏｒ ＳＤＧｓ 投資事業有限責任組合 

（略称：京銀未来ファンド３号） 

投資対象 

・京都銀行の営業エリア内に本社を置く、独自性や新規性のある技術や

ビジネスモデルを有する企業 

・京都銀行取引先企業のＤＸ化やサステナビリティ経営に資する事業

を行う日本国内の企業 

出 資 者 
無限責任組合員（ＧＰ）：京都キャピタルパートナーズ株式会社 

有限責任組合員（ＬＰ）：株式会社 京都銀行 

ファンド総額 ２０億円 

京都銀行出資額 １９億８０百万円 

設    立 ２０２２年３月３１日 

存続期間 １０年（２０２２年３月～２０３１年１２月） 

 

以 上 

 

 

 

 

京都フィナンシャルグループでは、「地域社会の繁栄に奉仕する～地域の成長を牽引し、ともに未来を
創造する～」という経営理念に基づいた企業活動を行っております。今後も経営理念のより一層高い
レベルでの実践である SDGs 達成に向け、地域の社会課題の解決に貢献してまいります。なお、関連
するプレスリリースに SDGsの目標のアイコンを明示しております。 


